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尾鷲沖海洋深層水採取　
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三重大学生物資源学部附属練習船「勢水丸（329t）」

今回の主役です。各種観測、漁ろう装置を備えた大学練習船。
　三重大学では、深層水の利用に関する可能性試験研究として、この勢水丸による取水の他、水質調査、細菌・ウィルス調査や、活魚輸送の効果、干物に対する鮮度保持効果、藻類養殖に対する効果、脱塩水による陸上植物への効果、高血圧に対する効果について調べる予定とのことです。
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採水場所
深層水の採水場所としたのは、尾鷲市賀田湾口からほぼ南西方向にある尾鷲海底谷水深約820mの地点です（左図の×印）。緯度経度でいうと、北緯33度53分、東経136度22分です。
今回採取した水を使って、同じ場所で深さによって海水に含まれる成分がどのように変化するのか、また、水深が深いところと浅いところで同じ深さの水に違いがあるのか、詳しく調べられることになっています。
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採水
採水を行った水深はCTDによる800、700、500、400、200mおよび、バンドン採水器による500m、0mです。また、水深200m程度の場所で比較用にCTDでの200m採水を行いました。
写真左はCTDの説明をする乗組員。右は水中のCTD。
[image: image5.jpg]



引き渡し
尾鷲港に着岸後、すでに取水してあった300リットルと今回取水の60リットル（いずれもバンドン採水器による）が尾鷲市に引き渡されました。左写真、足元のポリタンクには深層水がつまっています。
尾鷲市からは、研究開発用として、醸造、化粧品、食品等の民間会社へ分水されました。 
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CTDとバンドン採水器
今回使用した採水方法にはCTDによるものとバンドン採水器によるものがあります。左の写真では、左にある比較的大きな瓶が2つついているものがバンドン採水器、右側にある小さな筒が12本ついている中心にあるのがCTDです。
それぞれの特徴を簡単にいうと、CTDは高機能だが一度にたくさんの取水ができない、バンドン採水器は大容量だが単純な用途に限られるです。
用途によってこれらの方法を使い分けることで、効率よい取　水を行っているのです。
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CTDとは
CTDは電気伝導度、温度、水深を連続的に測定できる機器です。左の写真はセンサー部分の拡大です。勢水丸のCTDはワープの中に線が組み込まれており、船上からリアルタイムで観測、操作が可能です。この装置とニスキン採水器（周りについている細い筒状の採水器）を組み合わせると、観測をしながら任意の水深で複数回の採水が可能になります。一方、バンドン採水器はワープ長と傾角（ワープの傾き）から水深を計算し、ねらいの水深でメッセンジャーを投入して採水します。
採水の原理についてはバンドン採水器もニスキン採水器も基本的に同じで、はじめ開いていた筒をねらいの水深で閉じることで採水します。
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CTDのデータを見る
CTDの操作は船内の研究室で行います。データを表示しているのはこのとおり普通のパソコンです。このように専用のソフトによりCTDのデータをパソコンで受け取ることが可能です。なお、採水等の命令を送るときには専用の機器も併用します。
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CTDのデータ画面
左図は上のパソコンの画面です。水深およそ800mまでの水温（左側の青色）、塩分（右側の赤色）、溶存酸素（中央付近の薄い赤色）および採水地点（左端の黄色い印）が表示されています。このように水温は水深が深くなるほど低くなりますが、塩分濃度は一様に変化せず、400m付近で変曲点のある曲線を描いています。
